
  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

○テーマ・概要 

 

 

 

○内 容 

 

平成 29 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

老年領域、精神科領域、術後急性期領域から看る 

「せん妄」の特徴とケア 

日  程: 平成 30 年 1 月 20 日（土）10 時～16時 

受講者数: ８名 

会  場:  神戸国際会館 

講  師:  看護学部 助教 小野 博史、助教 竹原 歩、助教 中筋 美子 

 

様々な医療現場で問題となる「せん妄」という症状について、老年領域、精神科領域、術後急性期領

域の 3 方向から検討していくことによって、臨床の看護師が持つ「せん妄」の捉え方の視野を拡げ、症

状の予防や改善を促すケアを検討していけるように講義が展開された。 

午前中のセッションでは、まず、現在それぞれが「困っていること」についてのディスカッションを

行い、グル―プで共有した。次に参加者それぞれが困っていることを解決するための知識を得ていくこ

とができるように、小野がせん妄の定義と要因、急性期領域の視点として意識障害に焦点を当てた回復

プロセスの知識提供、竹原が精神科領域の視点として薬物療法や非薬物療法を中心とした治療法の知識

提供、中筋が老年領域の視点として患者の内面世界の知識提供を行った。その後、再度グループワーク

を行い、オープニングにおいて共有した「困っていること」についての捉え直しを行うと共に、解決の

ためにはどのような考え方が必要となるかについて検討した。 

午後からは、実際に患者をアセスメントしてケアを展開していくための方法がわかるように、竹原が

セルフケア理論に基づいた看護ケアと安全対策について、中筋が安心できる環境づくりとして安全委過

ごすためのケアと落ち着いて過ごすためのケア、現実を認識する力を高めるためのケアについて、小野

が中筋の提示した 3つのケアを術後急性期の文脈で取り入れた場合の具体的なケアの展開例について、

講義を行った。その後、手術を受けた高齢者がせん妄を発症するという事例を提供し、これまでの講義

で提供された知識を活用して具体的なケアプランを検討するというグループワークを行った。最後にグ

ループ発表を行い、それぞれが検討したことグループ間で共有し、質疑応答を行ったのち、セミナーを

終了した。 

 


